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受身の中間的な存在とは， iX ガY ニ Z ヲ~サレル」といった表面構造を持つタイプの受身文である。このタイプの受
身文は， iYガX ノ Z ヲ~スノレj といった表面構造を持つ文から形成される場合と，いわゆる受け取り，取り外し動詞



































































的に論証している点が上げられる。たとえば， I二重ヲ格化J I分裂文の焦点化J I関係節のヘッド化J I主題化J とい




眠薬を飲まされ倒された太郎を犯人が後ろから鈍器で頭を殴った J i *息子と散歩していた太郎を暴漢が後ろから鈍
器で息子を殴った」の文法性の異なりである。また，分離不可能な所有関係にある「太郎は次郎に自分の部屋で頭を







ほうだj のように， iN ガNニ対シテ騒グ」のような，必須・非必須の中聞に位置する成分を取るものから形成されて
いる受身を取り出している。
上に述べたように，典型のみならず，周辺・中間的存在をも取り出し，それらをきめ細かく丹念に位置づけていこ
うとする姿勢は，本論文の優れた点の一つではある。しかし，典型か周辺かへの振り分けが，細部に至れば至るほど，
統語的な基準から，文全体の意味的な有り様に対する運用論的解釈に，しだいに依存していく傾向が，本論文にない
わけではない。たとえば，間接受身の典型か周辺かが， i受身文のガ格がもとの文の表す事態の生起に責任を感じるか
否か」といったことに部分的に求められているのも，この種の傾向の現れであろう。こういった傾向には，文法分析・
文法記述として保持すべき確かさを失う危うさを感じる。
しがし，上述したような点は，本論文全体の価値を損なうものではない。本論文がきめの細かい分析・記述を呈示
し，日本語の受身文に対する研究を前進させた意義は少なくない。
本審査委員会は，本論文を博士(文学)の学位に十分ふさわしい価値を有するものと認定する。
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